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　本会に参加される学生や医師の方々は、“良き内科医”を目指して日々研鑽する集団であろう。そしてそれぞれが、
年を重ねるにつれて、人として医師として様々な経験を積み重ね、個性的な人生を歩んで行くことになろう。20～ 30
代の方は今まさに医師としての人生が始まったばかりであろうから想像できないかもしれないが、年配の方々の中で現
在の自分を学生や研修医の頃にイメージできた人はそう多くはないのかもしれない。かくいう筆者自身がまさにそうで
あり、10年前に現在の立場は想像もしていなかった。それは明確に自分のキャリアパスをイメージできていなかった
ということなのかもしれないが、一方で菊地臣一氏（福島医大前理事長、現常任顧問）の言葉を借りれば、『人生の扉
は他人が開く』というように、案外私達の医師人生（あるいは人生そのもの）は自分の意志よりも、患者さんや恩師を
はじめとする人との出会いや、そこで紡がれる様々な事象が、私達に新たな気付きを与え、人生を力強く歩む大きなモ
チベーションになるような気がする。
　今回招聘した二人のゲストはともに外科医出身で、さまざまな経緯を経て、医師でありながらも医療界全体にイノベー
ションを起こしている起業家でもある。それぞれ『薬局』、『マネジメント』という切り口は互いに異なるものの、明確
な Vision/Missionを持ち、患者さんと医療者の笑顔を増やしたいと切望している点は私達“良き内科医”を目指す者と
通底するものがある。お二人のキャリアから新たな気付きを得て、自分が生涯をかけて求めているものは何なのかを参
加者の皆さんが真剣に考えるきっかけになれば幸いである。それぞれが自分のオンリーワンの人生を歩む “はぐれ医者”
になってほしいと願っている。（東光久）

狭間研至（MD, PhD）ファルメディコ株式会社代表取締役社長、一般社団法人薬剤師あゆみの会・一般社団法人日本
在宅薬学会理事長、医療法人嘉健会 思温病院　理事長、熊本大学薬学部・熊本大学大学院薬学教育部 臨床教授、京都
薬科大学 客員教授
　1969 年大阪生まれ。大阪大学医学系研究科臓器制御外科修了。外科医・呼吸器外科医として勤務後、地域医療の現
場で医師として診療も行うとともに、ファルメディコ株式会社を立ち上げ、薬局・IT・教育事業に取り組む（理念：我
が国に新しい医療環境を創造する）。また、薬剤師の生涯教育のため日本在宅薬学会を立ち上げ、長崎大学、近畿大学
をはじめとする各大学で卒前教育にも携わっている。著書に薬局マネジメント 3.0（評言社）、薬局が変われば地域医療
が変わる（じほう）など多数。

裵英洙（MD, PhD, MBA）ハイズ株式会社代表取締役、慶応大学特任教授
　1972 年奈良県出身。金沢大学大学院医学研究科修了。外科医・病理医として勤務後、慶應ビジネススクールにて
MBA を取得。2009 年に医療経営に特化したコンサルティング会社を創業（理念：医魂営才～新しい医療のかたちを創
出する～）。全国各地で病医院の経営支援を行う。著書に『医療職が部下を持ったら読む本』（日経 BP 社）『一流の睡眠』

（ダイヤモンド社）など多数。日経ヘルスケアにも連載中。

対象者　医師・後期研修医（卒後 3年目以上）・初期研修医（卒後 1-2年目）・学生
Target    �Doctor・Senior resident（3+years after graduation）・Resident（1-2 years after graduation）・

　 Medical student



Those doctors and students who attend this annual meeting shall be fellows to improve themselves aiming at being “a good 

physician”. As each of them will get older, he or she will gather a various kind of experience as an individual and a physician and 

spend a unique life. Although twenties or thirties might not be able to imagine because they just started their lives as a physician, 

most of forties or older could not expect their current status in their period of students or residents. Also, I myself could not imagine 

my current position ten years ago. It may be because I could not draw the picture of my carrier path. However, I make sure that how 

to lead our lives as a physician depends on encounters with patients and others and narratives made up with them, which raise our 

awareness and motivation to vigorously lead our lives, rather than our own wills for carrier path, as Dr. Shinichi Kikuchi (The past 

president and current senior executive advisor of Fukushima Medical University) said the following, “Those who open our doors of 

our own lives are not ourselves but others.”
    In this session, I invite two guests who are surgeons and entrepreneurs to have generated innovation in the whole medical society 

in Japan. Although they work for different fields such as pharmacy and management, they have clear a vision/mission respectively, 

and desire patients and health care providers to feel happier, which is common with us in terms of aiming at a good internist. I shall 

be happy if all of participants sincerely think of what is their vision/mission through getting awareness in this session. I truly expect 

all of you to lead your own lives as a unique physician. (Teruhisa Azuma)
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